
（別紙３）

～ R7年　12月　27日

（対象者数）
46名

（回答者数）
46名

～ R7年　11月　27日

（対象者数）
9名

（回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・引き続き質の高い支援を目指して研修に取り組む

2 ・活動内容がマンネリ化しないよう情報共有をする

3
・一つの課題に対して様々な活動内容で取り組めるように

する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・外活動ができる場所を探し可能かどうかを検討する

2 ・送迎が必要かを検討していく

3 ・園訪問等で連携を図れるよう取り組んでいく

・個々の課題にしっかり取り組めている

・手厚い人員配置にしている

・質の高い支援を行うため、常に話し合いの場を設けている

・午前と午後の活動内容を変えている ・いろいろな発達段階に合わせている

・個別支援から集団活動へ般化しやすい
・個室課題に取り組んだ後大部屋で般化できる環境に

している

・地域交流がない ・周知されにくい

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・外での活動をしていない ・敷地内に外活動ができるスペースがない

・保護者の方に送迎をしていただいている ・送迎のシステムがない

R7年　11月　22日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7  年　12 月　31 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 micomico＋桜井校

○保護者評価実施期間
R7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


